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腫壕に対する核酸代謝の トレーサーとして新たに開発さ

れた 18F一点uorodeoxyuridine(18FdUrd)を用い,臨

床的検討を行なったので報告する.

highgradeglioma8例,low grade glioma

5例に対し,4-8mCiの 18FdUrdを静脈内投与し,

PET イメージと DAR (Di飢∋rential Absorption

Ratio)を検討した.この結果,high gradeglioma

では全例 18FdUrdの腫場内集積は高く,周囲脳組織

に比して明瞭に措出され,さらに DAR は対側脳組織

の3-4倍の値を示した.これに対し5例の lowgrade

gliomaの症例では 18FdUrdの集積像は認められず,

また DAR も対側脳組織とほぼ同値であった.

さらに,最近導入された高解像力の PETによる検討

では,CT上不明瞭にしか描出され得なかった小病巣に

18FdUrdの高集積像が認められ,摘出標本における未

分化組織の局在と一致することが確認された･

18FdUrdは脳腫癌の定性診断に新しい局面をもた

らす可能性のあることが示唆された.

68)腫蕩拒絶における腫療内 リンパ球浸潤を

誘導する液性因子の同定 と解析

仝苦萱岩場林志望(畠穿毘琵志学)
上出 利光 ･菊地 浩吉 (第_実理 )

我々は腫場内へのリンパ球浸潤が宿主の抗癌抵抗性の

局所的表現であることを明らかにしてきた. rat

gliosarcoma(T9)を用いた免疫学的腫療拒絶モデル

では,腫場感作ラットと非感作ラット間に,移植腫軌 こ

対するリンパ球反応に著明な相違が見られ,前者では強

いリンパ球浸潤と引き続く佳境拒絶を認める.局所にお

けるリンパ球反応の相違は,リンパ球を局所-誘導する

液性因子が関与しているものと仮定し実験を行った.腫

癌移植部位の軟部組織を経時的に取り出し,局所におけ

るリンパ球遊走因子 (LMF)の産生および生物学的作用

を micro別ter法により解析した. また高速液体クロ

マトグラフィー (FPLC)を用いて,LMFの生化学的

性状に検討を加えた.その結果,LMF は腫痔移植後

12hr以内の早期に出現する主に好中球により産生され,

FPLCでは複数の物質として分離が可能であった.ま

た各因子の T,B リンパ球に対する作用性に相違が見

られることから,腫療移植後早期に出現してくる好中球

が,複数の LMFを産生し,腫療内-のリンパ球浸潤

を制御している可能性が示唆された.
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69)脳動静脈奇形 と松果体腫場の合併例

日高徹雄(舶歪昇酢)
金谷春之億講究志学)

松果体腫虜にて発症し,同時に右中心潜部に脳動静脈

奇形を有した症例を経験した.脳腫境と脳動静脈奇形の

合併例は稀であり,これまで 9例の報告を見るが,合併

腫癌の殆どは Gliomaと Meningiomaである.1例

に Craniopharyngiomaの症例が報告されているが,

松果休部腫場に合併した症例はなく文献考察を加えて報

告する.

症例は17才男子,閉塞性水頭症による脳圧元進症状と

複視を主訴とした.神経学的に,頚部硬直,右動眼神経

麻揮,および両側うっ血乳頭を認めた.造影 CTスキャ

ンにより,松果体部の腫療像と著明な水頭症と共に,右

前頑頭頂葉に高吸収域を認めた.脳血管撮影から,CT

上の高吸収域は,中大脳動脈を流入動脈とし中心溝部に

nidusを有する動静脈奇形であり,流出静脈は上矢状

洞であった.Ⅴ一P シャント施行後,放射線療法にて松

果体腫壕像の消失を得,2年の経過観察にて再発を見て

いない.なお髄液細胞診から確定し得なか1'たが,臨床

経過 および腫療マーカー測定より松果体部腫壕は

Germinomaと考える.

70)脳卒中様発症を呈 した脳腫療

桑原健次.原田雄功塩詔霜民病院)金山重明
(目的) 脳卒中様に出血で発症する脳腫軌 ま稀である

が,多くは皮質下出血で発症し重篤なものが多く,手術

に際L他の皮質下出血との鑑別は重要である.今回,過

去に経験した 6症例をまとめ.術前診断の可能性につい

て検討した.

(結果)6例の性別は全例男性,平均年令57.8才で,

組織診断は神経曙腫5例,肺癌の脳転移 1例であった.

部位は小脳転移の 1例を除き,右大脳半球の前頭葉4例,

側頭葉 1例と所謂 ｢無言野｣に位置し,その為に無症状

で経過し出血にて発症した可能性があると考えられた.

出血の形は,小脳出血,瞳壕内出血各 1例,皮質下出血

4例で,6例中5例が重篤な症状を呈し緊急開頭術が施

行された.術前診断は,脳血管写,CT スキャンにより

全例に得られたが,CT スキャンが施行された3例中1

例には嚢腫内-の出血が認められ,皮質下出血が認めら

れた 2例にも不均一な血瞳,圧排された嚢腫,広範な周

囲脳浮腫の存在など,腫虜からの出血を示唆する所見が


